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わ
が
国
最
初
の
日
刊
紙
「
横
浜
毎
日
新
聞
」
が
創
刊
さ
れ
た
の

は
、
明
治
三
年
一
二
月
八
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
八
ヶ

月
半
た
っ
た
明
治
四
年
八
月
二
十
五
日
付
の
二
二
三
号
の
第
三
面

に
〃
両
幸
社
、
施
し
療
治
の
実
情
訴
え
る
〃
（
こ
の
小
見
出
し
の
作
製

は
横
浜
開
港
資
料
館
）
と
い
う
内
容
の
記
事
を
見
い
だ
し
た
。

そ
の
序
文
は
、
最
近
両
幸
社
と
い
う
組
織
が
方
々
よ
り
莫
大
な

金
を
集
め
、
社
中
の
者
の
懐
を
満
た
し
て
い
る
と
い
う
中
傷
に
答

え
、
無
料
診
療
の
実
情
を
訴
え
る
形
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
流
言

の
虚
偽
を
解
く
た
め
の
意
見
広
告
の
よ
う
で
あ
る
。

今
回
、
こ
の
木
版
刷
り
の
紙
面
一
頁
分
の
記
事
に
つ
い
て
、
い

さ
さ
か
の
研
究
を
行
っ
た
の
で
不
十
分
な
が
ら
報
告
す
る
次
第
で

あ
る
。こ

の
記
事
は
、
一
、
目
的
を
述
べ
中
傷
に
答
え
る
、
二
、
両
幸

55

早
矢
仕
有
的
と
メ
デ
ィ
カ
ル
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
両
幸

社

中
西
淳
朗

社
の
無
料
日
曜
診
療
の
紹
介
、
三
、
ス
タ
ッ
フ
人
名
の
公
開
、
四
、

収
入
・
支
出
の
公
開
、
五
、
七
ヶ
月
間
の
診
療
統
計
の
公
開
か
ら

成
っ
て
い
る
。
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

一
、
医
師
の
休
暇
日
で
あ
る
日
曜
日
を
利
用
し
て
、
医
師
の
乏

し
い
地
域
で
施
療
を
行
い
、
病
人
を
救
う
た
め
の
組
織
を
作
り
活

動
を
は
じ
め
た
も
の
で
、
わ
が
社
中
で
謝
礼
を
受
け
た
る
医
師
は

い
な
い
・

二
、
活
動
は
明
治
四
年
辛
未
正
月
よ
り
、
日
曜
毎
に
川
崎
在
な

る
市
場
村
（
現
在
は
横
浜
市
鶴
見
区
市
場
下
町
）
の
真
言
宗
光
明
山

金
剛
寺
に
社
中
が
出
張
し
医
療
を
施
し
て
い
る
。
余
暇
の
な
い
社

中
は
多
少
の
金
を
出
し
て
薬
剤
や
器
材
を
求
め
る
費
用
を
支
え
て

い
る
。三

、
ス
タ
ッ
フ
人
名

○
両
幸
社
世
話
人
三
名

横
浜
姿
見
町
中
村
次
兵
衛
、
同
堺
町
長
谷
川
亀
吉
（
亀
楽
煎

餅
店
か
）
、
同
北
中
通
り
野
沢
半
兵
衛
（
衣
料
貿
易
商
か
）
。

○
施
術
人
六
名

浦
井
宗
一
、
杉
本
諒
三
、
伊
藤
賢
吉
、
明
石
芝
三
、
岡
嶋
淡
、

中
嶋
桑
太
。
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○
施
薬
人
（
募
金
賛
同
者
）

明
治
四
年
辛
未
正
月
二
日
、
早
矢
仕
有
的
、
丸
屋
善
八
の
他
、

施
術
人
六
名
が
平
等
に
夫
々
二
両
二
分
を
出
し
計
二
十
両
が
集
ま

っ
て
い
る
。

同
年
正
月
十
五
日
、
追
加
資
金
十
五
両
集
ま
る
（
こ
の
正
月
中
に

早
矢
仕
は
七
両
二
分
、
丸
善
は
十
両
、
中
嶋
は
五
両
を
出
し
て
い
る
）
。

四
月
二
十
日
以
降
四
囲
に
わ
た
っ
て
、
一
般
市
民
十
九
名
が
参

加
し
、
資
金
は
三
十
八
両
三
分
が
集
ま
っ
た
。
賛
同
者
の
中
で
演

者
の
知
る
氏
名
は
、
佐
藤
佐
吉
（
岩
亀
楼
主
人
）
、
近
江
屋
栄
助
（
洋

糸
輸
入
商
）
、
中
山
沖
右
衛
門
（
両
替
商
）
、
越
前
屋
惣
兵
衛
（
呉
服

商
）
、
橋
本
銀
太
郎
亀
甲
煎
餅
か
）
ぐ
ら
い
で
他
は
て
が
か
り
が
把

め
な
か
っ
た
。

四
、
資
金
収
支

収
入
七
十
三
両
三
分

支
出
六
十
両
三
分
一
朱
と
銭
四
百
二
十
文

残
金
十
二
両
三
分
二
朱
と
銭
二
百
二
十
文

五
、
診
療
統
計
（
明
治
四
年
正
月
よ
り
七
月
迄
）

患
者
延
二
百
九
名
（
う
ち
、
男
九
十
九
名
、
女
百
十
名
）
、
一

患
者
延

日
平
均
七
名
強

○
疾
病
別
、
眼
病
五
十
七
、
消
化
器
病
五
十
四
、
心
及
び
血

液
病
三
十
八
、
熱
病
十
九
、
呼
吸
器
病
十
、
脳
及
び
脊
髄
病
八
、

腫
物
七
、
梅
毒
六
、
リ
ウ
マ
チ
五
、
水
腫
病
三
、
尿
道
病
一
、
子

宮
病
一
と
な
っ
て
い
る
。

〔
ま
と
め
〕
こ
の
両
幸
社
な
る
組
織
の
中
心
は
早
矢
仕
有
的
と

考
え
ら
れ
、
有
的
と
丸
善
に
交
際
の
あ
っ
た
人
達
が
多
く
参
加
し

た
よ
う
で
あ
る
・
当
時
は
有
的
が
横
浜
に
き
て
三
年
に
も
満
た
ず
、

堺
町
に
創
っ
た
医
学
塾
静
々
舎
と
丸
善
の
手
の
と
ど
く
範
囲
内
で

の
呼
び
か
け
に
と
ゴ
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

施
術
人
の
医
師
の
中
に
、
こ
の
時
代
、
有
的
と
共
に
横
浜
の
検

梅
事
業
に
参
加
し
て
い
た
浦
井
宗
一
、
伊
藤
貞
吉
を
見
出
す
こ
と

も
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
様
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
は
、
大
商
人
の
賛
同
が
必
須

で
あ
る
が
、
小
規
模
企
業
主
の
寄
せ
集
め
的
な
組
織
で
は
永
続
き

し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
の
報
道
は
な
い
。

へ
ボ
ン
先
生
を
目
標
と
し
た
と
し
て
も
、
社
会
全
体
の
発
達
が

未
熟
な
世
情
を
見
透
せ
な
か
っ
た
の
は
、
有
的
の
甘
さ
と
思
わ
れ

フ
（
）
○

（
神
奈
川
地
方
会
）


